
２つの全国大会で優勝 留学生と郷土菓子作り
　１月 26 日（金）、バドミントンクラブチームＲＫ
Ｒの下

しも

永
なが

田
た

晟
せ

旺
お

選手が市長を表敬訪問しました。　　
　８月に行われた第 24 回ダイハツ全国小学生ＡＢ
Ｃバドミントン大会の３・４年生男子の部シングル
スと、12月に行われた第 32回全国小学生バドミン
トン選手権大会４年生以下男子シングルスでの優勝
を報告しました。
　下永田選手は、2024 年ジュ
ニアナショナルチーム（Ｕ13）
の選手に内定しており、「将
来は全英オープンとオリン
ピックでの優勝が目標です」
と意気込みを語りました。

　１月 27日（土）、南瀬地区コミュニティセンターで、
イタックス南瀬トレーニングスクールに通うインド
ネシアの留学生 13 人が地域の方と一緒に、初

はつ

午
うま

団
子を作りました。
　みんなで試食も行い、参加した留学生は「自分で
作った団子はとてもおいしい」と日本の昔ながらの味
を楽しんでいました。

　２月４日（日）、少年自然の家で、てらやまんち
フェスタを開催しました。
　約 400 人の来場者は、スライムやミニサンド
ボトルなどの創作活動や竹ボイラーで作られた足
湯体験、特別企画の福を呼ぶ豆まき大会や消防車
両展示などを楽しみました。会場は来場者の皆さ
んの笑顔でいっぱいでした。

　１月26日（金）、少年自然の家で、森の学校（陶
芸）を開催しました。
　講師に瀬

せ

戸
と

口
ぐち

多
た

美
み

子
こ

氏を招き、参加者18人が
それぞれデザインの違うオリジナルの茶

ちゃ

香
こう

炉
ろ

の制
作を楽しみました。これらの作品は、3月に焼き
あがる予定で、参加者は「完成が楽しみです」と待
ちわびている様子です。

　１月19日（金）、市比野小学校で、出張星空観
望会を開催しました。
　65人が参加し、月と木星が大接近している様
子を望遠鏡で観望しました。その後、せんだい宇
宙館の職員から、うるう年に関する講話やてらや
まんち劇団に
よるふたご座
の神話劇も行
われ、冬の星
座を楽しみま
した。

てらやまんちで楽しみました

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

【情報提供：南瀬地区コミュニティ協議会】

　１月 21日（日）、サンアリーナせんだいで、第 19
回地区コミュニティ対抗綱引競技大会を開催しまし
た。男子は里地区コミュニティ協議会が７連覇、女
子は平佐西地区コミュニティ協議会が３連覇し、白
熱した試合を繰り広げました。第 20 回大会からは
男女混合の部も追加される予定で、初代優勝はどの
地区になるか、今から開催が楽しみです。

「せーの！」で息を合わせて
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　２月 10 日（土）、鹿児島県および関係市町の主催
により、令和５年度鹿児島県原子力防災訓練を実施
しました。　地震により川内原子力発電所が停止し、
外部電源を喪失した場合の想定で行われ、210 機関、
約 4,000 人規模での訓練となりました。また１月の
能登半島地震を受け、避難対象地区における家屋倒
壊を想定した救助訓練なども実施し、いつ起こるか
分からない災害対応への意識向上と実践すべき行動
などを再確認しました。

　２月２日（金）、亀山幼稚園で、節分の豆まきを行
いました。
　子どもたちは、自作の鬼のお面をかぶり、朝寝坊
などやっつけたい鬼をそれぞれ発表しました。
　その後、登
場した鬼たち
に驚きながら 
も「鬼は外！福
は内！」と豆ま
きを楽しみま
した。

　１月 27 日（土）、国際交流センターで、川内原子
力発電所に関係する国・県・市・事業者の６機関が
一堂に会し、「川内原子力発電所に関する市民セミ
ナー」を開催しました。
　エネルギー政策や原子力の防災、規制などについ
て、説明や質
疑応答が行わ
れ、市民の皆
さんと現状や
課題などを共
有しました。

いざという時のために ｢心｣豊かな学習社会を目指して
　２月 11 日（日）、サンアリーナせんだいで、生涯
学習フェスティバルを開催しました。
　県出身の迫

さこ

田
だ

さおり氏や大
おお

空
ぞら

幸
こう

星
き

氏による講演の
他、市内の団体による舞台発表や作品展示、各地区
コミュニティ協議会が野菜や特産品などの販売を行
い、会場は多くの人で賑わいました。

　２月７日（水）、サンアリーナせんだいで、阿久根市、
出水市、さつま町、長島町の企業を含めた 72 社が
一堂に会した薩摩國合同企業説明会を本市で初めて
開催しました。
　市内外から多くの高校生も参加し、生徒たちは真
剣な眼差し
で、各企業
の熱心な説
明に耳を傾
けていまし
た。

産業人材確保のために
合同企業説明会を本市で初開催

子どもたちの健やかな成長を願って

　２月３日（土）、かごしま県民交流センターで、鹿
児島で世界を語ろう！第 29 回外国人による日本語
スピーチコンテストが開催され、本市国際交流員の
唐
とう

靚
せい

さんが優秀賞を受賞しました。
　応募者 48 人の中から予選会を通過し、本選へ上
がったのは 10 人。唐さ
んもその一人で、「マリ
オの故郷にやっときた
私」をテーマにスピーチ
を行い、国籍や文化の違
いを超えた相互理解や国
際交流を深めました。

スピーチコンテストで優秀賞受賞

皆さんの安全のために
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